
資源の有効活用による循環型地域社会の形成
～廃棄物の発生抑制、再利用・再生利用、適正処理の推進～

重点分野

�
【重点分野の目標の達成状況】

●一般廃棄物の減量・リサイクル
【目標：2000年度に対し、５％削減、再資源化率２２％（2010年度）】
200８年度における市民一人一日あたりの一般廃棄物の排出量は、2000年度と比べ20.1％削減しました。また、
再資源化率は15.6％です。

●産業廃棄物の減量・リサイクル
【目標：産業廃棄物の排出量を1999年度レベルに抑制、再資源化率を51％とする】
市域から発生する産業廃棄物の量は、463.4万トン（1999年度実績）から496.2万トン（2004年度実績）に増
加していますが、再資源化率（資源化量÷発生量）は58.2％となっています。

　第 4次川崎市産業廃棄物処理指導計画の策定

5


